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1. 本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由

に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報を交換 しあうことを目的とし

て､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な

どです｡

2. 本誌に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないません｡但 し､

編集委員会で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること､

または掲載をお断 りすることがあ ります｡

3. 本誌の掲載論文を他の学術雑誌に引用するときは､著者の承諾を得た上で､

privatecommunication扱いにして下さい｡

原稿作成要領

1.原稿は2部 (オリジナル原稿及びコピー)提出して下さい｡

2.別刷 ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先を明記の上､お申し込み下さい｡

3.ワープロ原稿の場合
ワープロ原稿を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの

で､以下の点に注意 して原稿を作成 して下さい｡(特に希望 される場合には､

こちらでタイプし直すことも可能ですが､経費の節約のため､できるだけ写

真製版できる原稿をお願いします｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡(印刷はB5になります｡)
2)マージンはB5で､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡

3) 1ページに本文34行､ 1行に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､タイ トルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､
余白を十分にとって下さい｡

5)図や表は､本文中の適当な箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付

けて下さい｡

6)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあってもか

まいません｡

4.手書き原稿の場合

1)原稿は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下さい｡

2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所を赤で指

定 して下さい｡

3)数式､記号の書き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準 じ､立体 (∩)､

イタリック (_ )､ゴシック (.vv)､ギリシャ文字 (ギ)､花文字､大文
字'､/)､文字などを赤で指定 して下さい.本誌は立体を基本 としてタイプ

されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､

著者校正はあ りませんので､特に区別 しにくい Cとe､eと1､Ⅴとu､

uとn､l(ェル)と1(イチ)､0(オー)と0(ゼロ)､Ⅹ(ェ ックス)と×
(カケル)､ †(ダガー)と+(プラス)､少と卓と甘と¢なども赤で指定 し
て下さい｡

4)図は写真製版できるもの (こちらでは トレースはいた しません｡)を図

の説明と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置を本文の欄外に赤で

指定 して下さい｡
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議 事 録

第 6回物性専門委員会 (第 15期 )議事録

日時 1993年5月17日 (求) 13:00-17.･00

出席者 伊達 宗行 安藤 恒也 石井武比古 遠島 祐久

勝木 混 川村 清 小林 俊一 小松原武美

韻 書久夫 長岡 洋介 中嶋 貞雄 藤田 敬三

オブザーバー 今田 正俊､ 安岡 弘志､ 家 泰弘

夫

伸

守

康井

内

方

逮

竹

日

[前回議事録の東認]前回 (第 5回)議事録 を東乾 した｡

[報告 ]

1.学術会議 (中嶋)

O｢学術分野 における国際責献 に関する基本的提言｣が採択された｡すでに会長よ り内筋
官房長官 に捷出されている｡今後政府 と継親的に接衝できるようにするために ｢捷青｣

とした｡アジア地域 との交涜が強調されている｡ ｢アジア太平洋地域｣とすべきである

とか､過去の貴略行為 に対 しても意見 を述べるべ きとの意見がでた｡後者は会長蔽話中

に盛 り込まれている｡学術国際貢献特別委員会が汚動 を継続 中である｡新 しい組織の群

集の必要性 をうたっているが､ このシステムに国内研究を含 むのかどうか､*下 にハ-

ドウェアを含むのかどうか､予算規模の分析等など､なお議論が必要である｡

○国際対応特別委員会を第 16期か ら第 7常置委鼻会 にすることが決 まった｡複合領域の

研連 を統合 して浮いた 2研連枠を使 う｡4部か らは 16名の定員を供出することとなる｡

4部 に関 しては毛終的 には7月の第4部会 (仙台 )で決定する｡

○研連が硬直化 しているので研連見直 しが捷奏 された｡ これに関 しては第 1常置委員会か

ら ｢研連見直 しのためのガイ ドライン｣が捷出された｡ この中で一部の研連は大 きすぎ

ると示唆 している｡物研連が大 きすぎると思われているところがあるが､物研連はこれ

でよいと思 う｡物理学の論理は学術会議内部でも理解 されて いないので､物研連も自ら

の特殊性を外 に向けて説明 してほ しい｡

○国際数学研究所の設立が数学研連か ら提案 された｡ 10月捻会で勧告を出 したいという

動 きがある｡化学教育研連が科学敦青 に附する対外報告 を出そうとしている｡

2.物性研究所 (竹内)

〇人事 理舌 1名 を公募 中である｡濃棉系の 1名が着任 した｡

○中性子散乱研究施設が 4月より発足 した｡研究員宿舎等の建設のための2700JA2の土地を

取得 することになった｡今年度中に建設が開始 される｡

3.基礎物理学研究所 (長岡)

○建物 については本年度予算がついた｡今年 中に着工できるだろう｡旧建物は一部 を港
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議事録

川記念館として浅す｡ これで宇治と北白川の合併が完成する｡

○大学院関係 理学部の大学院部局化が来年度からはじまる見込みである｡大学院生定点

は現状 (修士､博士共 1学年4名)のまま全教官が協力講座 に加わる方向で検討 してい

る｡

○今後は中味の充実に移 りたい｡たとえば､物性的係部門増 として ｢非平衡物理学｣の実

現を推進 したい｡

4.KEK放射光 (石井 )

○実換設備はおおむね煩萌に接地 している｡民間のビームライン中NTT分が空 くことが

見込まれる｡

OPFリングの性能向上 (高群度化)については平成6年度破算要求にのった｡ライナッ

クの改造 (2.5GeV-8Ge†)を行うことにしたが放射光には迷惑はかからない｡

OAR(accumulatorring)を放射光専用に転用することが議論 されている｡PFビームラ

インのスクラップ ･アン ド･ビル ドが行われようとしている｡高井度光源開発のための

R&Dがはじまった｡スピン偏極光電子分光装置は 10月に供用を開始する｡

5.物性委員会 (長岡)

○物性将来計画 科研費の申請方法も含め書話中である｡

〇百人委員の選出方法の変更 盲人委員の出ないグループをな くすために､各グループご

とに委員を連出することにしたい｡若手代表が出にくいなどの意見もあったが､物性委

員会 として現行盲人委員に捷案 し､盲人委員の投票で変更の可否を決めることとした｡

6.物性将来計画のワーキング ･グループ (長岡)

物性研将来計画については日本全体の将来計画の中で議論すべきだという提案があ

ったので､ ｢センター｣溝想の中の5つ (多重極限､量子分光､表面､量子物性､物質

合成 )についてワーキンググループを作って蕃議 した｡物質合成については外部から

も要望が強い｡

[議事〕

1.基研運営委員選出 (長岡)

委員の任務と被遺挙権者についての説明の後､投票に移 り､無記名投票の結果次の4名

を推粛することになった｡

福山秀敏 安着僅也 山田耕作 川村汁 (吹)蔵本由紀

2.物性将来計画

明日の本会議で物理学の将来計画を藩論するが､そのとき､物性 としてのビジョンを出

したい旨の委員長発言があり､各将来計画の謙昔に移った｡

(a)物性研

○ (竹内所長発言)所内では外部の意見を取 り入れ､各グループごとに修正を検討中であ
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る｡柏キャンパス取得が前提になっているが､東大新執行部の下で､キャンバス的係の

全委員会を改編 し､全体計画を推進することになった｡今年度に入って､急速に検討が

進められるようになり､平成 6年度は概算要求に全体計画の準備萌童を盛 り込む｡ 3竜

構想の理念づ くり､相キャンパス取得の理由づけの検討が行われており､今年度中にか

なり具体化 しそうである｡

以上の発音の後､以下の議論があった｡

〇本舛キャンバス高層化の見通 しがついてきたので工学部の柏キャンバス進出が トーンダ

ウンしている｡物性研の柏移転の環境が変化 してきた｡

○将来計画を推進する旨物研連全体会まで報告すべきではないのか｡

○物性グループ全体として捻花的といわれないか｡

○外部ではそれぞれの分野で拠点計画があり､それと整合性を保ち､住み分けをすべきで

はないか｡

○日本全体の将来計画にとって拠点計画は必要で､それを見る組織としての物性研の役割

はある.一捻花的だというだけでは今後の検討はや りにくい｡

OSRを例にとると､各地の計画中で物性研の計画がどう位置づけられるか､どれが緊急課

愚かという議論が必要である｡ ｢強磁場｣は拠点 (阪大､東北大､物性研)づくりを要

求することとした｡

○物性の将来計画全体で物性研の計画の位置づけをする議論をしてほしい｡

○物性研内部の優先準位をつけてほしい｡物性研のグループ全体の優先順位を求められる

かも知れない｡

○加速器部会の主たるテーマはSSCとTRISTANI(Bファク トリー計画)であるが､ここで

終わ りにしたくないので､たとえば､大型ハ ドロンやEEK主リングのSR専用光鞍へ の転

用など先の議舌をするよう要求中である｡

○物性研の将来計画はほとんど現在の分野の転用だから全体で 1セットである｡大規模､

中規模､小規模研究のセンター群からなるが､大規模計画のうちのSORをどう位置づける

かが問われるかも知れない｡残 りは席位をつけるようなものではない｡2回の検討会と

研究会で具体的な検討も行われ､議論が進展 したと思っている｡

OSORはたしかにポイントである｡弟 1段階はこれでよいが第 2段階でしぼらなくてほなら

ないかも知れない｡文部省はまだ細部まで議論 したからない｡

○物性研とは別に､われわれが順位をつけたい｡さもないと､外部から単にイジワルをし

ているみたいにとられる｡

OSORをまず出す｡強磁場はクネール法がユニークだからこれを押す｡つぶしてもよい分野

もある｡

○スクラップする分野を明示 してほしい｡投資効果が上がっていない分野もある｡

○計算嶺物理をどうするか｡
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〇滴位を中の人が作るのは缶だから強化すべき分野を外部で考えて人の入れ替えもありう

るような将来計画を外部で作れないか｡

○スクラップする分野や人を将来計画にのせるのは長い目でみて危険である｡人事交龍の

組織を書 くことはできると思うが｡

○大蔵 レベルに行ったらリス トラを要求される｡

○現状の延長であることに対 し､これまでの外部との議論で外から計画の変更を求めるよ

うな具体的な捷案はなかった｡

○物性研内部でリス トラができないか所員会で提案 してみようか｡

(b)パルス中性子

○ (渡辺氏からの提案書 について遠藤委員から以下の説明があった)大型ハ ドロン計画が

大幅に遅れているので､中性子および中間子研究将来計画検討会において現在の飢裁状

態か らの脱却案を立てた｡これはあくまでも私的な検討であるが､来世紀初頭において

も十分に世界一級の障子加速器をもつライナックの加速障子 ビームを1GeVシンクロ トロ

ンでショー トパルスにするもので､全体 として250億で収まる計画案である｡予算の内訳

は大部分が加速器の建設費用である｡また､ライナックは最終的には1GeYまで加速ので

きるように設計される｡中性子散乱裳音は大部分XEKの現在使用中のものを移設するし､

中間子の実験装着は東大の中間子センターからそっくり移設する｡

以上の発音の後､以下の質疑応答と議論があった｡

Q:実現するまでのつなぎにプロトン ･シンクロ トロンの運転モー ドを変える計画はな

いか｡

A:もう限界にきている｡

Q:計潮境器にはどれ(･らいかかるのか｡

A:現在のものを使うので原則的には無料であるが､鉄 とコンクリー トのターゲッ トが約

10億円かかる｡

Q :実換ステーションはいくつか｡

A:12ヶ所である｡放射光より安上がりである｡

○大型ハ ドロン計画が止まづていることによるいらだちの表明 と違う面もある｡

○長い計画であると結論づけてよいか｡

○東大 としては核研の改廃が最も重要課患だろうが､他方､世界的に原子炉が苦 しいとい

う実情も考えないといけない｡

○欧米は安全性の開度が持ち上がっている｡

(C)国分寺計画

○ (安岡氏発音)ネットワーク化について物性専門委員会WGに捷案 した｡これは学術辛

議会の答申の中のCOE(center Of excellence)という考えを受けたものと考えている｡

研究分野でNetwork化の試行ができないかという意見があったことと､国分寺計画が前か
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らあったので､それを受けて出した｡物性研究は相補性と多様性を持っている｡そこで

大型装置をベースとしたネッ トワーク化と研究領域をペースとしたネットワーク化の2

つが考えられるが､今回議論されているものだけでは物性物理全体をカバーすることは

できない｡そこで各研究機関の基盤整備も同時に行った上で物性研の研究センタ一群柵

想もとり込む｡

○心強 い捷案である｡物性研内部の人が日本全国の絵を書いて くれて感謝 している｡八ヶ
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編 集 後 記

遅ればせながら昨年から大学院が設立され､この4月に大学院生を初めて迎え

た｡1学期を終えて､そろそろ打ち上げビアパーティでも､となった7月半ばに､

その院生達が ｢若手の夏の学校へ行くから旅費を補助してほしい｡｣と言い出し

た｡さて､どこから工面するかで返事をしぶっていたら､先輩のK教授から ｢僕

が理学部で助手をやっていたときに､初めて旅費の要求を言い出したのが､君達

だったよ｡｣と､まことに痛いところをつかれた｡長年の ｢独身生活｣の気楽さ

で､そんな4半世紀も昔のことは トンと忘れてしまっていた｡

当時は ｢物性若手 ･夏の学校｣は野沢温泉の民宿村が常宿であった.スキーシ

ーズンには繁盛 しているのであろうか閉め切ったス トリップ劇場があったり､卵

や トウモロコシをゆでてくれる湯元の店があったりする蹄を､毎年あきもせず､

民宿の焼印を押した下駄で歩き回った｡それでもそこを起点に帰りにどこかの山

へ登れることもあって､毎年のように出かけた｡初めて参加したMlのときには､

まだ学生時代の ｢勉強｣スタイルが抜けきらず､のんびり構えていた頃で､他の

大学からの参加者､とりわけDC高学年の参加者達からの刺激は強烈であった｡

まさにチンプンカンプンであったが､確か近藤効果が発表された直後であった｡

その年､同宿した大先輩とは､会うたびに当時のことを引き合いに出して冷やか

されつつ､いまだに親しくおっさあいいただいている｡ (H.T.)

物 性 研 究 第60巻第5号 (平成 5年 8月号) 1993年8月20日発行

発行人 池 田 研 介 〒606-01 京都市左京区北白川追分町
京都大学 湯川 記念館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています｡ したがって､ 3月末まで

に次年度分の会費をお支払い下さい｡

年会費 1stVolume (4月号-9月号) 4,800円

2ndVolume (10月号-3月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお願いします｡当会専用の振替用紙が

あ りますので､下記までご請求下さい｡郵便局の用紙で も結構

です｡通信欄に送金内容 を必ず明記 して下さい｡

郵便振替口座 京都 1-5312

2.送本中止の場合･:

送本の中止は volumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume

より送本中止を希望 される場合､で きるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続されま

すのでご注意下さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届を送付 して下さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理由な く2Volumes以上の会費 を滞納 された場合は､

送本を停止することがあ りますので､ご留意下さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人で も公費払いのときは機関会

員 とみなし､年会費19,200円 (1Volume9,600円)です｡学校､

研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申し込み時に､

支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かをお知 ら

せ下さい｡当会の請求書類で支払いができない場合は､貴校､

貴研究所の請求書類 をご送付下さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止はvolumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume

より送本中止を希望される場合､できるだけ早めにご連絡下さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行 日より6ケ月以内に当会までご連絡下さい｡

物性研究刊行会

〒606京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)753-7051,722-3540

FAX (075)722-6339
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